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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヨーロッパを中心に戦争・軍事博物館の歴史と現在の展示内容を調査・
研究し、今日の歴史学における戦争叙述の問題を検討した。数多くの博物館の調査の結果、ヨーロッパの多くの
博物館では、ナショナリズムと関連した従来の一国史的な展示からヨーロッパを意識した展示への変化がみられ
た。さらに、その他の地域を含め、武器や戦闘といった旧式の展示から戦争を多角的に展示しようとする試みが
認められた。本研究により、戦争・軍事博物館が歴史学の研究成果の発現の場であると同時に、社会との関わり
として、集合的記憶や「公共史」を表現する場であることが、より具体性をもって明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to investigate the history and the 
exhibition of war museums in Europe, and to examine the problem of the narrative of war in 
historiography. From the research on many museums, this project demonstrated two major matters. 
Firstly, in European museums, war was not only expressed as the brave deeds of Nation States which 
cultivated the nationalism, but as the common experience of the European people. Secondly, most 
museums made every effort to show the war as social phenomena, and the old type of exhibition, which
 emphasized arms, uniforms and battles, withered up. This project revealed that the war museum was 
the outcome of the History as social science, and simultaneously, that of the “Collective Memory” 
or “Public history” which closely related to our modern society.

研究分野： 人文学・史学・ヨーロッパ史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）歴史学における戦争叙述の今日性 
 歴史学における戦争叙述はきわめて今日
的な問題である。第一の理由が、ナショナリ
ズムの涵養と密接に関連していた従来の一
国史的戦争叙述が、冷戦の終結やグローバル
化、欧州統合を背景にその有効性を失いつつ
あることである。第二の理由が、ヨーロッパ
では 1960 年代以降に、日本でも 21 世紀に入
って、軍事の多様な側面を対象とする｢新し
い軍事史｣の研究が進展し、単なる戦史では
ない社会との関係を見据えた戦争叙述が追
求されていることである。今日の歴史学では、
新たな戦争の語りが必要とされている。 
 
（２）従来の軍事・戦争博物館 
 19 世紀末以降に設立された戦争・軍事博物
館は、武器や戦争、戦闘の展示を通じて、軍
事技術や敵国への勝利を喧伝し、軍事面より
国民形成に寄与した。また、徴兵制や戦時動
員により、国民は不可避的に軍事と関わるこ
ととなったが、博物館の展示は、国民動員に
必要な｢軍隊の国民化｣を推進する役割も果
たしていた。 
 
（３）軍事・戦争博物館研究の今日的有効性 
 だが、今日では国威発揚や愛国心の陶冶と
いう目的から離れ、新たな展示を模索する博
物館が多く存在している。たとえば、フラン
スのソンム県ペロンヌ市にある｢大戦歴史博
物館｣(1992 年開館)では、第一次世界大戦が
社会史的・文化史的観点から扱われ、英独仏
三国の状況が全く対等に展示されている。併
置された研究センターによる国際共同研究
とともに、ここでは国民史を超えた戦争展示
が模索されていた。また、ドイツの｢連邦軍
軍事博物館｣(2011 年開館)は、｢多面的に戦争
の現実に迫る｣という方針のもとで、ファッ
ションや動物と軍事など、文化的な要素を取
り入れた展示や、個人史から戦争を叙述する
試みがなされている。 
 
（４）展示実践における博物館の独自性 
博物館展示は、単なる歴史研究の成果では

なく、館をとりまく政治的・社会的な磁場や
展示技術(演出)の影響を受けて歴史学とは異
なる文脈の展示がされ、それが逆に歴史叙述
に影響することも考えられる。このような展
示と歴史叙述の双方向性を解明することも、
戦争叙述と社会との関係を検討する際には
重要である。 
 
（５）以上より、戦争・軍事博物館の歴史や
新しい動向を調査し、その原因を探ることは、
歴史学における戦争や軍事の新たな叙述に
有益な示唆を与えることが予想されるため、
本研究を企画した。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、今日の歴史学におけ
る戦争叙述の課題に対処するために、19 世紀
以降にヨーロッパ各国で設立された｢戦争・

軍事博物館｣の歴史とそれらの現在の展示内
容を調査・研究し、以下の諸点を解明するこ
とである。 
 
（２）独仏英を中心に、戦争・軍事博物館の
設立の意図や設立までの経緯、当初の展示内
容、およびそれへの評価を同時代の史料に即
して明らかにし、研究の出発点とする。 
 
（３）新傾向のものを中心に、今日の各博物
館の展示への取り組みの調査から、戦争・軍
事展示が直面している課題を解明し、歴史学
研究と博物館展示との相互影響関係を明ら
かにする。 
 
（４）海外の関係者との意見交換により、日
本とヨーロッパでの実践や課題を比較考察
し、博物館展示と戦争叙述への理解を深める。
以上を通じて、今日の歴史学において戦争や
軍事を扱うことにどのような意味があるの
か、またそれらはいかに描かれる可能性があ
るのかを考察する。 
 
（５）｢何をどのようにして｣戦争を記憶化す
るのか、また戦争展示をいかに行うかについ
て、ヨーロッパの動向が一致しているわけで
はない。この課題に関して、戦後の日本では
ヨーロッパとは異なる文脈で戦争(平和)展示
実践が試みられており、ヨーロッパ以外の地
域との比較を通じて、研究の視野を広げる。 
 
３．研究の方法 
（１）研究の中心は、なるべく多くの博物館
を視察し、異なる時代や地域を対象とするメ
ンバーの間で議論を組み重ねることであっ
た。特に、初年度の活動を通じ、視察すべき
対象が数多く存在すること、また国内の博物
館とのとの比較が重要であることが判明し、
研究期間を通じてなるべく多くの博物館を
訪問することを第一とした。 
 
（２）視察したヨーロッパの博物館は以下の
通り。2015 年度：フランス国内の博物館。大
戦博物館(モー)*、軍事博物館(パリ) *、平和
祈念博物館(カン)、ノルマンディーの戦跡、
独仏戦争・併合博物館(グラーヴロット) *、
マジノ線要塞博物館(レンバッハ) *、アルザ
ス・モーゼル記念館(シルメック) *、ヴィル
ヘルム 2 世要塞(ミュッシヒ) *、オー・ケニ
クスブール城(オルシュヴィラー)、ル・ラン
ジュ第一次世界大戦記念館(オルベ) *。2016
年度：帝国戦争博物館(ロンドン)、帝国戦争
博物館北館(マンチェスター)、ラ・クーポー
ル(第二次世界大戦と宇宙開発博物館：ノー
ル県、フランス) *、王立軍事史博物館(ブリ
ュッセル、ベルギー)、イン・フランダース・
フィールズ博物館(イーペル、ベルギー)、ベ
ルギー南部の戦跡・戦争墓地・記念碑。*印は
学芸員等と意見交換をした館(以下同)。 
 
（３）視察した日本の博物館は以下の通り。
2015年度：海上自衛隊鹿屋航空基地史料館*、
万世特攻平和祈念館、知覧特攻平和会館、熊



本市田原坂西南戦争資料館*、国立歴史民俗博
物館、予科練平和記念館*、筑波海軍航空隊記
念館*。2016 年度：福山ホロコースト記念館*、
海上自衛隊第一術科学校*、入船山記念館、呉
市海事歴史科学館(大和ミュージアム)、海上
自衛隊呉史料館(てつのくじら館)、広島平和
記念資料館(原爆資料館)、国立広島原爆死没
者追悼平和祈念館。2017 年度：舞鶴引揚記念
館*、赤れんが博物館*、北吸浄水場*、海軍記
念館*、旧東郷邸(以上、舞鶴市) *、立命館大
学国際平和ミュージアム*、伏見市深草地区の
戦争遺跡、大阪国際平和センター(ピースお
おさか)。 
 
（４）それまでのヨーロッパと日本における
調査の結果、両地域に加えて第三の比較の参
照軸の設定が有益であるとの結論に達した。
そのため、2017 年度は、日欧とは異なる戦争
体験を有してきたアメリカの博物館を調査
することとし、ハワイ州オアフ島の諸施設を
訪問した。調査先：戦艦アリゾナ記念館、戦
艦ミズーリ、パールハーバー太平洋航空博物
館、潜水艦ボーフィン、アメリカ陸軍博物館、
ビショップ博物館。 
 
４．研究成果 
（１）本研究の目的のひとつが、今日の各博
物館の展示への取り組みの調査から、戦争・
軍事展示が直面している課題を解明し、歴史
学研究と博物館展示との相互影響関係を明
らかにすることであるが、この点については、
当初の予想を上回る成果が得られた。 
 
（２）ヨーロッパの博物館につては、各館の
コンセプトやそれぞれが直面する課題の差
異が明らかとなった。パリの軍事博物館(ア
ンヴァリッド)とアルザスの地方博物館とい
った館の位置づけによる差、展示におけるス
トーリー性の付与の程度、演出のあり方など
の違いなど、視察で判明した差異は設立主体
や設置目的などの客観的な条件の違いを背
景とし、それぞれの博物館が、どのような歴
史の語りを構築しようとしているかによっ
て生じていることが非常によく理解できた。 
 
（３）パリの軍事博物館の副館長の David 
Guillet 氏がイギリスの帝国戦争博物館(IWM、
ロンドン)を指標としていると述べていたよ
うに、ヨーロッパの多くの博物館に共通点が
認められた。 
 
（４）第一の共通点が、戦争や軍事を多角的
に展示しようとしたことである。帝国戦争博
物館の第一次世界大戦展示に典型的なよう
に、武器や制服といった旧来の軍事博物館の
展示物に加え、ジオラマによる戦争そのもの
の内容、経済や銃後の生活などのありようが
バランス良く展示されており、コンパクトか
つ適切に示された解説や映像資料の利用が
一般化している。 
 
（５）もうひとつの特色が、一国史的な展示
の相対化である。たとえば、銃後の生活の展

示で典型的なものが戦時公債の募集ポスタ
ーであるが、ほとんどの館では各国のものが
同列に展示されていた。また、帝国戦争博物
館では二層にわたってホロコーストの展示
がなされていたように、ヨーロッパという枠
組みが強く意識されていたことも特徴的で
あった。戦争展示においても国民国家の相対
化されているわけだが、それはヨーロッパへ
の意識と、アルザスで見られたように地方へ
の意識に二極化される傾向がある。ヨーロッ
パの戦争・軍事博物館の多くは、ヨーロッパ
が直面している根治的課題に対応している
と言えよう。 
 
（６）日本の博物館との比較でも大きな成果
が得られた。日本の展示は一国史的なものが
多く、戦争被害の展示が主流ではあったが、
西南戦争資料館や予科練平和記念館のよう
に、近年設立・改装された館を中心に、平和
に力点を置くだけでなく、戦争を新たなかた
ちで表現しようとする姿勢がみられた。 
 
（７）アメリカについても一国史的な展示が
主流であったが、パールハーバーなどでも国
威発揚というよりは戦争という歴史的事実
を冷静に伝えようとする傾向が認められた。 
 
（８）以上より、傾向に差異があるとは言え、
各国の戦争・軍事博物館では、戦争の記憶を
いかの表現するのかという点に関して、新た
な展示が模索されていた。戦争博物館の研究
は、「集合的記憶」や「公共史」の問題とも
深く関わっており。歴史学の研究のさまざま
な示唆を与えてくれることが判明した。 
 
（９）研究期間中は調査に主眼を置いたため、
研究成果の公表は今後の課題である。ただ、
剣持久木編『よくわかるフランス近現代史』
の各章には博物館に関するコラムがあり、そ
こで本研究の成果の一部が公表されている。 
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